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	城西国際大学水田記念図書館
	2026

	図書館だより
	月号
	Vol.96
	パブリック・リビングルームの再発明 ―V&Aカフェの誘惑と、学びのサードプレイス
	メディア学部 メディア情報学科 大江　宏子

	　社会教育施設は、単なる知識の備蓄庫ではない。人と人との絆を紡ぎ、知や学びの成果を未来へ伝承するコミュニティの「心臓部」である。筆者がかつて研究テーマに据えたこの領域―人と人の社会的ネットワークや社会教育施設とコミュニティの関係性―は、現代においてかつてないほどその重要性を増している。  ◆ 「書籍の方向」から、公共的「居間」への昇華 　日本における図書館や公民館は、長らく実用的な学習支援という「書籍の方向」の機能を果たしてきた。しかし現代に求められるのは、それらを深化させた「パブリック・リビングルーム（公共的居間）」としての機能である。昨今流行の「サードプレイス（第三の居場所）」という言葉こそ、本来はこうした社会的公共施設が体現すべき面目躍如たる役割だ。都市社会学者レイ・オルデンバーグの「サードプレイス論」や、エリック・クリネンバーグの「社会的インフラストラクチャ論」でも、図書館やコミュニティ空間が人々の社会的ネットワークを物理的に支え、孤立を防ぐ不可欠な基盤であると位置づけられている。  ◆ 芸術と癒しがもたらす圧倒的な「空気感」 　この公共的居間に新たな価値を付加するのが、「芸術性と心地よさ」の融合である。その圧倒的な空気感において際立っているのが、英国ロンドンの「ヴィクトリア＆アルバート博物館（V&A）」のカフェだ。世界初のミュージアムカフェであるこの空間は、驚異的な装飾美で満たされている。その空間美そのものが人々の学びを促進する光景には、羨望のまなざしを禁じ得ない。  ◆ インペリアル・コレッジの高雅な日常と知の伝承 　V&Aの近隣には、世界最高峰の理工系大学であるインペリアル・コレッジ・ロンドン（2026年最新QS世界大学ランキング第2位）がある。カフェを訪れるたび、そこの学生であろう若者たちがパソコンを広げ、優雅に、しかし真剣に課題や議論に没頭している姿に出会う。この周辺地域、サウスケンジントンエリアには、大学と博物館の文化が融合した、極めて洗練された「公共的居間」が根付いている。空間の美しさが知的好奇心を刺激し、学習の質を飛躍的に高めるという生きた証明がここにある。  ◆ おわりに 　圧倒的な空間美は学びを促進する。この光景は本学におけるキャンパスや地域社会のあり方に重要な示唆を与えてくれる。我々が学生に提供すべきは、自発的で時に刺激的な対話を弾ませるための「心地よい居間」なのだろう。この豊潤な空気感を感じつつ、大学というパブリック・リビングルームの未来について、これからも模索を続けたい。
	ヴィクトリア＆アルバート博物館 カフェ内装
	V&Aカフェのヴィクトリアスポンジケーキ



	展示「食と栄養」
	　近年注目を集める「時間栄養学」をはじめ、体内環境を整える「腸活」や「16時間断食」、伝統的な知恵を活かす「薬膳」など、食と栄養をテーマにした図書を展示しています。これから本格的な夏を迎えるにあたり、体調を整え、健やかに過ごすためのヒントが満載です。日々の健康づくりに、ぜひお役立てください。

	展示「Academic Writing Lab」
	　レポートや論文を書くとき、「テーマが決まらない」「資料の探し方がわからない」と悩んだことはありませんか？図書室では、レポート・論文作成に役立つ図書を展示しています。テーマ設定や資料探し、文章のまとめ方など、学習をサポートする本を集めました。春学期のレポート課題や卒業論文の準備に、ぜひご活用ください。

	MyOPACから貸出期間の延長ができます（学生、専任教職員限定）
	　「MyOPAC」を利用すれば、図書館に来館しなくても、オンラインで貸出期間の延長ができます。 　図書館HPトップページ「MyOPAC」のアイコンを押して、統合認証でログインし「利用者サービス」の「貸出・予約状況照会」から手続きできますので、ぜひご活用ください。 ただし、次の場合は延長ができませんのでご注意ください。 ・返却期限が過ぎたもの　　・延滞している資料があるとき ・すでに1度延長したもの　 ・他利用者の予約が入っているもの
	ログインはこちらから➡


	図書館コラム：調べものに迷ったら、レファレンスカウンターへ
	　レポートや課題、卒業論文・研究で調べものをしていると、「何から始めればいいんだろう」「このテーマに合う資料をどう探せばいいのかな」と迷うことはありませんか。そんなときは、ぜひ図書館のレファレンスカウンターに気軽に立ち寄ってみてください。 　レファレンスカウンターでは、司書が本や雑誌、論文、データベースなどの中から、必要な資料や情報を見つけるお手伝いをしています。 　検索のコツを案内したり、キーワードの考え方を一緒に整理したり、学内にない資料を取り寄せたりする場合もあります。レファレンスサービスは、学生のみなさんにぜひ活用してほしいサービスのひとつです。 　「まだテーマがはっきりしていない」「うまく言葉にできない」という段階でも大丈夫です。調べものに迷ったらひとりで悩まず、まずは相談してみてください。
	◆開館カレンダー◆
	平日　    9：00－20：00
	平日　    9：00－17：00
	土曜日    9：00－17：00
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